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伊豆言寄､島の背ケ島でヘリボｰ1･の建設工事をしている際に現在の地

表からおよそ1mの深さに鳥の外形雌型化肩が見いだされた.現在保'

存されているのは頭から言へかけての右側約3分の1で写真で左への

びているのは下くちばしであるが上くちばしは残念なポら欠けている.

発掘されたときには頭から胴までの外形雌型と非常にもろく扱った骨

も見つかった.同じ凝灰岩屑の中から写真に示したものよりは小型の

ものがほかに3･4羽分見つかっていたそうであるかこわされてしま

ったらしい.“鳥はだ"周1コの切れ込みなど細かい構造までが残

された鳥の化石は大変珍しいものであろう.国立科学博物館の小夙巌

さんの鑑定によるとアホウドリ(〃｡刎86ω"必"炉伽)らしい,

離見にまつわるエピソｰドなどについては本文にのせられている小林

亥一さんの“背ケ島の鳥の化が'を読んでいただきたい,

(文一色南詔堺真正丼燕郎所蔵小林亥一･)�


